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公民館は、戦後の荒廃し混乱した社会状況の中で、新しい日本を築き上げるには教

育の力が必要であり、その一つの核として公民館を郷土再建の拠点とするべく設置が

提唱されたところから始まりました。 

文部省は昭和 21年「公民館の設置運営について」から補助金を制度化し全国に公民

館の設置を奨励し、昭和 24年 6月には、公民館を規定した社会教育法が制定され法的

整備が図られました。 

社会教育法第 20条には、公民館の目的として「公民館は、市町村その他一定地域内

の住民のために、実際生活に即する教育、学術及び文化に関する各種の事業を行い、

もつて住民の教養の向上、健康の増進、情操の純化を図り、生活文化の振興、社会福

祉の増進に寄与することを目的とする。」と規定しており、公民館は単なる貸館的な施

設ではなく、地域住民の日常生活に密着して、その課題解決を図るための総合的な社

会教育施設であるということを示しています。 

またその運営は、地域の人々の生活に根ざして、地域住民が主人公となって行われ

るべきとされ、その意味では住民自治や住民主体の機能と性格を持った施設ともいえ

ます。 

このような目的を持った公民館ですが、社会を取りまく状況の変化とともに、時代

時代において課題も変わり、これらへの対応策としてだされた社会教育法の改正・各

種答申等に沿って、変遷を繰り返し現在に至っています。 

当市においても、昭和 30年頃から各地区の公民館の建設が始まり、昭和 49年に中

央公民館が建設されて以来、地域の社会教育の発信源として生活講座、カルチャー講

座、課題解決型講座など、盛んに活動が行われてきたところです。 

しかし、少子高齢化が進んでいる近年は、市内の社会教育関係団体の減少とともに

公民館の利用も減少傾向にあります。 

これらの課題を背景に貴教育委員会からの「北広島市における公民館のあり方につ

いて」平成 29年 6月 20日付けの諮問に対する答申に向け 6回の検討会議を開催し、

中央公民館及び、西の里公民館に関する建物そのものの視点及び、公民館を活用した

事業の視点から、慎重に協議を行ってきました。 

 当会議としては、中央公民館においては、当面現状の業務委託による施設管理や、

老朽化し使用頻度が減少している西の里公民館における施設の見直し、市直営による

中央公民館を拠点とした公民館事業による学びをとおした人づくり、地域づくりの推

進が必要であると判断し、本答申を行います。 
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１ はじめに 



  

 

１ 施設としての公民館のあり方 

 

（１） 中央公民館 

⇒現状の業務委託を継続した施設維持 

  昭和 51 年に建築された中央公民館は、平成 26 年度に大規模改修され、平成 27 年

度に再オープンしたところである。 

  本施設については、講堂、調理室のほか、本格的な陶芸室も用意され、様々なサー

クル活動に対応できる当市の社会教育の中心として位置づけることができ、特に東部

地区の地域活動や社会教育関係団体の諸活動のために施設利用が行われているとこ

ろである。 

  このことから本施設は、さらに積極的な活用が図られるよう、引き続き適切な施設

管理が必要である。 

  この施設管理においては、平成 27 年 3 月に策定した「北広島市行財政改革大綱・

実行計画」の中で、中央公民館を平成 30 年度から指定管理者制度の導入をするため

の検討することとしている。 

本施設については、現在、窓口・清掃業務といった管理業務を公益社団法人北広島

シルバー人材センターに委託をしているほか、機械警備等の各種業務委託を民間業者

に委託を行い、それらの委託等業務を行っているところである。 

  公民館はサークル団体等に施設を提供する単なる「貸館的施設」ではなく、地域住

民の日常生活に密着して、その課題解決を図るための総合的な社会教育施設であり、

市民にとって安心、安全に学べる施設として、また、市民の学習権を守り尊重してい

く施設として、いま一度、公民館の果たす役割を考える必要がある。 

当市におけるこれからの社会教育、生涯学習をより一層積極的に推進するためにも、

より地域に密着した環境での事業企画・運営を行うために職員を公民館に配置すべき

であり、当面は、現状の業務委託により施設維持をしていくべきだと判断する。 

 

（２） 西の里公民館 

⇒公民館を廃止し地域ニーズに沿った複合施設の早期建て替えの検討 

  市内唯一の地区公民館である西の里公民館は、地域の活動の場として積極的な利用

をされてきたが、市役所西の里出張所、西の里学童クラブなどが併設され、施設の狭

あい化が著しい状況にある。公民館としての活用は数サークルが利用している状況で、

住民活動の多くは近接の西の里会館がもっぱら利用されている状況にある。また、西

の里地区では、西の里地区生涯学習振興会が生涯学習等の様々な事業を実施している

が、主な活動場所は西の里ファミリー体育館及び西の里会館となっている。 

2 

２ 検討結果 



  これら狭あい化のほか、老朽化も原因として地域住民からは建て替えが求められて

いる状況にあり、早期の改善が必要である。 

  建て替えに当たっては、西の里地区でソフト事業を行っている西の里生涯学習振興

会の活動が西の里会館を主に行われていることや西の里公民館の実質的な利用団体

は６団体程であることから、これまでの西の里公民館の利用者の活動スペースがしっ

かり確保されていることは必要であるが、法的な位置づけとしての公民館は必ずしも

必要はないと考える。 

  地域住民のニーズを反映させることにより、地域の活性化に寄与する施設となるこ

とが望まれる。 

   

 

２ 公民館事業としての公民館のあり方 

⇒現状の業務委託を継続し、人づくりの拠点施設化 

  公民館事業は、社会教育の中心的な事業であり、事業をとおして人づくりにつなが

るサークル化を促す事業として実施をされるものであるが、北広島市においては、平

成 18 年設立の西部地区生涯学習振興会に始まり、西の里地区、大曲地区、東部地区

の市内 4地区で地域住民が中心となって活動する生涯学習振興会を立ち上げ、地域の

実情を踏まえた自立的な公民館事業を活発に活動しているところである。 

  団地地区については、民間による社会教育・生涯学習活動が行われ、すでに様々な

サークル等が活動されており、生涯学習振興会組織が必要な状況ではないが、どのよ

うな対象、活動が行われているかの把握をしていくことが必要であると考える。 

  中央公民館においては、社会教育の本質である人づくりの拠点施設として、各地区

生涯学習振興会等との連携を図りながら事業の推進を図ることが望ましい。 

  これら公民館事業については、社会教育の目的である人づくりに大きく関係をして

いることから、引き続き社会教育委員の会議の中で議論し、課題整理や提言を行って

いく。 
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会 議 名 年 月 日 内 容 

第１回会議 平成２９年 

５月２３日（火） 

・委嘱状交付 

・公民館について 

第２回会議 平成２９年 

６月２６日（月） 

・諮問 

・公民館事業について 

第３回会議 平成２９年 

７月２８日（火） 

・公民館の運営について 

・施設の老朽化について 

第４回会議 平成２９年 

９月５日（火） 

・中央公民館の運営体制について 

・西の里公民館の老朽化への対応について 

第５回会議 平成２９年 

１０月３１日（火） 

・公民館事業について 

第６回会議 平成３０年 

１月２３日（火） 

・答申案について 

 

【これまでの会議における意見のまとめ】 

 

○第１回会議 

公民館について、認識の共有を図った。 

 

○第２回会議 

北広島市における公民館のあり方についての諮問を受けた。事務局から、改めて当市

における公民館の状況について説明いただき、論点整理を行った。 

ハード面とソフト面をそれぞれ検討すること。また、ハード面については中央公民館

と西の里公民館をそれぞれ検討することとした。 

◇ハード面 

中央公民館と西の里公民館では躯体の状況や地域での活用のされ方も違うことから 

それぞれ検討が必要である。 

◇ソフト面 

生涯学習振興会がソフト事業の中心となっている状況であることを再確認した。 

 

○第３回会議 

ハード面について中心に議論を行った。議論の一つとして生涯学習振興会の活動につ

いて、現在の北広島市には必要な事業であることを確認し、今後ソフト面について改め

て議論をする。 
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３ 検討経過 



西の里公民館については、地区の要望を含め、必ずしも公民館ではなくとも活動の場

所があれば良いのでは。また、中央公民館は、市の社会教育・生涯学習の中心としての

機能が必要になるのではないかとの意見が出され、次回さらに議論する。 

 

○第４回会議 

公民館のハード面について社会教育委員の会議としての意見を集約した。 

◇中央公民館 

公民館を起点とした事業のほか、市民の学習権の担保や生涯学習センター化等につい

て議論を深めていくべきであり、指定管理は早急に進めずに現状を維持すべきという方

向で答申をまとめる。 

◇西の里公民館 

建物の老朽化が進んでいること、また施設の狭隘化、老朽化により公民館利用者が少 

なく、活動の多くは西の里会館で行われている状況である。 

 西の里地区では、学童・図書館などの複合施設への建て替えが市民要望としてあるよ 

うに、施設改修ではなく、新たな施設が必要な状況である。 

 新しい施設においては、地区公民館としての機能の必要性は薄れていると判断するが、 

現在の生涯学習振興会等が活動できるよう、諸室数については確保していくべきである 

という方向で答申をまとめる。 

 

○第５回会議 

これまでの会議で話された内容を確認し、ソフト面である公民館事業の方向性につい

て、既存事業も含めて協議した。 

 「公民館まつり」は、参加団体の減少といった課題はあるものの団体・サークルの活

動発表、相互交流の場として有効であり、場は確保していく必要がある。 

 社会教育関係団体の数が減少傾向にある背景には、新たな団体が作られていないこと

や団体・サークルを担う人材がいないことが考えられる。 

 今後の方向性としては、「人づくり」という視点を重視し、各地区生涯学習振興会で

の事業においてもサークル化に向けた取り組みが必要である。 

 手法については、引き続き社会教育委員の会議の中で検討していく。 

 

○第６回会議 

 答申案の内容を確認し、表現の仕方について工夫すべき点はあるものの方向性として 

は間違いないことを確認した。 
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 当答申を検討していく中で、社会教育や生涯学習、公民館、公民館事業の重要性を改

めて認識し、市民の意見を踏まえつつ、専門的な観点から検討を重ねてきたところであ

るが、具体的な公民館事業の企画、立案はこれからであり、本答申ではまだ未確定の要

素も多い。 

 

 北広島市教育委員会においては、本答申を受け、検討していく際には、市民からの意

見を尊重して事業を推進するよう要請するとともに、広く市民から愛される施設と発展

させるよう念願するものである。 
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北 広 教 社 第 1 7 0 号   

平成 29 年 6 月 26 日  

 

北広島市社会教育委員 

 委員長  北 側  理  様 

 

北広島市教育委員会    

教育長 吉田 孝志  

 

 

北広島市における公民館のあり方について（諮問） 

 

 社会教育法第 17条第 1項第 2号の規定により、北広島市における公民館の

在り方について諮問いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(教育部社会教育課) 
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１ 法的位置づけ 

 公民館は、昭和 24年社会教育法の制定により位置付けされている。 

○社会教育法２１条 

公民館は市町村が設置する。 

○社会教育法２４条 

市町村が公民館を設置しようとするときは、条例で、公民館の設置及び管理に 

関する事項を定めなければならない。 

○北広島市公民館条例１条 

この条例は、社会教育法第 24条の規定に基づき、北広島市公民館の設置及び 

管理に関し必要な事項を定めるものとする。 

 

２ 目的及び事業内容の規定 

○社会教育法第２０条 

市町村その他一定区域内の住民のために、実際生活に即する教育、学術及び文 

化に関する各種の事業を行い、もつて住民の教養の向上、健康の増進、情操の 

純化を図り、生活文化の振興、社会福祉の増進に寄与することを目的とする。 

 ○社会教育法第２２条 

公民館は、第２０条の目的達成のために、おおむね、次の事業を行う。 

１ 定期講座を開設すること。 

２ 討論会、講習会、講演会、実習会、展示会等を開催すること。 

３ 図書、記録、模型、資料等を備え、その利用を図ること。 

４ 体育、レクリエーション等に関する集会を開催すること。 

５ 各種の団体、機関等の連絡を図ること。 

６ その施設を住民の集会その他の公共的利用に供すること。 

 

３ 公民館の呼称「公民館の設置及び運営に関する基準」（文科省Ｓ35年 2月 4日） 

 ①中央公民館 

  当該公民館の事業のほか、市町村の全地域にわたる事業、公民館相互の連 

絡調整に関する事業、その他個々の公民館で処理することが不適当と認めら 

れる事業を実施する。 

 ②地区公民館 

  市町村の一定区域を対象区域として設置し、事業を行う。 
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２ 公民館とは 



 

 

１ 中央公民館 

 中央公民館は、昭和４９年にオープンして以来、生涯学習活動の拠点施設として開館

当初から社会教育関連施設として運営されてきた。 

 その後、４０年を超え施設の経年劣化による施設機能の回復及びバリアフリー化によ

る利用者ニーズの反映、地域の防災拠点としての役割を充実することを目的とし、平成

２６年度に大規模改修事業を実施し、平成２７年５月にリニューアルオープンした。 

 また、敷地内に昭和５０年代から設置されていた屋外土俵施設についても、この大規

模改修事業にあたって屋根や風除けシートを設置した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●人 員 体 制 館長（社会教育課長兼務）、再任用職員１名、臨時職員１名 

●公民館経費 19,249千円（臨時職員人件費含む） 

●利用実績と使用料収入 

 利用者数 歳入（使用料） 

２５年度 

（リニューアル前） 

２９，６７９人 １，０４０，２２０円 

２８年度 

（リニューアル後） 

２８，６０１人 １，４３８，４８５円 

●利用団体 

 全体 高齢者団体 一般団体 高校生以下 その他 

２５年度 1,913 82 781 53 997 

２８年度 2,766 124 1,272 129 1,241 

参考 

●生涯学習振興会事業 

・事業数  ２５事業／３６回 

・参加者数 １，１８１人 
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３ 当市における公民館の概要 



２ 西の里公民館 

西の里公民館は、昭和３０年に西の里小学校内に広島村公民館西の里分館として設置

された。その後、昭和５０年に西の里小学校校舎移転に伴い、昭和５１年に小学校跡地

に図書室を備えた西の里公民館が完成し、同時に広島町役場西の里出張所が併設された。

また、昭和５６年に西の里会館設置。昭和６０年に西の里ファミリー体育館が設置され

た。平成１６年には西の里公民館の一部増設を行い現在に至り、開館４０年を迎える施

設となっている。 

現在、西の里出張所、図書室、学童クラブ、生涯学習振興会（まなビ～クラブ）が併

設されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●人員体制 館長（社会教育課長兼務）、出張所長が公民館主事を兼任 

●利用実績と使用料収入 

 利用者数 歳入（使用料） 

２８年度 ４，０２２人 １５４，８７５円 

●利用団体 

 全体 高齢者団体 一般団体 高校生以下 その他 

２８年度 446 442 0 0 4 

参考 

●生涯学習振興会事業 

・事業数  ４９事業／１３２回 

・参加者数 ４，４３３人 
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３ 公民館事業について 

（１）中央公民館活動推進事業 

 

 

 

 

 

以上を目的として、ステージ、展示、即売、出店、子ども広場等の内容で開催し、平 

成 29年度で 37回目を数える。 

 

  
公民館まつり 子どもまつり 

参加者数 補助金 参加者数 補助金 

平成 22年度 400  225,000  500  130,000  

平成 23年度 600  225,000  725  130,000  

平成 24年度 950  200,000  1,000  155,000  

平成 25年度 1,000  200,000  750  155,000  

平成 26年度 大規模改修で中止 

平成 27年度 合同で実施 参加者：1,000 補助金：235,000円 

平成 28年度 合同で実施 参加者：1,000 補助金：235,000円 

平成 29年度 合同で実施 参加者：1,000  補助金：235,000円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇まつりを通して、広く市民が公民館活動について、理解と関心を深める。 

◇公民館利用サークルの活動発表の場とするとともに、サークル会員相互の交流を 

図る。 
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（２）地区公民館活動連携事業 

各地区生涯学習振興会で行われている事業を「地区公民館活動」と位置づけ、講師謝

金を社会教育課で支出するものである。平成 27年度から実施している。 

●予算 講師謝金  

8万円（2万円×4地区） 

●事業数・参加者 

 西部 大曲 西の里 東部 

27年度 1事業 14人 1事業 20人 1事業 52人 1事業 16人 

28年度 3事業 108人 1事業 33人 4事業 75人 2事業 34人 

 

（３）団地地区での取組み 

 団地地区には、公民館、生涯学習振興会の設置がない。その中で、「ともに」、「ふれ

て」等の民間企業を含めて下記のとおり活動・取組みが行われている。 

 

①北広島団地地域交流ホームふれて・サポートセンターともに 
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地域の方々の人格が尊重され、尊厳が保たれ、安心して生きることのできる地域を

つくるために、市民の主体的な活動により、地域の子供たちをはじめ、子育て世代や

高齢者、障がい児者の方々がここに集い、世代間や障がい形態をこえた共生の理念の

もと、交流を積極的に行うことで、それぞれの理解と地域での孤立感を軽減するとと

もに、お互いを支えあうことのできる、人と人とのつながりを広げていくことを目指

すものであります。（ＨＰより） 

 



●開設年月等 

 開設年月 事業実施数（Ｈ28） 総来場者数（Ｈ28） 

ふれて 平成 22年 11月 約 180回 約 9900人 

ともに 平成 26年 4月 約 140回 約 25,000人 

 

②広葉交流センター「いこ～よ」 

広葉交流センター「いこ～よ」は、多目的コミュニティー施設として、高齢者や子ど

もたち、子育て世代など、幅広い方の交流拠点・地域の憩いの場として親しまれること

を目指し、旧広葉小学校を改装し、平成 26年 7月 27日に活用を開始している。 

 施設のコンセプトは体験・練習・学習。文化からスポーツまで、さまざまな活動で利用

することができる。また、エコミュージアムセンター（知新の駅）や児童センター、粗大

ごみリユース展等も併設している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●利用者数（Ｈ28）2,914件／31,364人 
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③団地住民センター 

 団地住民センターは、地区会館と同様に北広島地区住民センター条例により位置づけ

られており、地域住民の生活、文化、教養の向上と住民自ら地域社会の連帯感を醸成す

ることを目的に昭和 55年に建てられた。 

●自主事業 年 2回程度（パン作り教室、ラジオ作り教室、木工教室など） 

●利用者数（Ｈ28）4,695件／50,925人 

 

（４）生涯学習振興会事業 

 生活文化、健康、青少年の健全育成、社会福祉など生涯学習の振興を目的に様々な事

業や催しを展開する組織。１つの中学校区を活動の基本とし、地域に住む人々が主体的

に企画・運営する当市独自の取組みとして活動している。 

 

●活動拠点等 

振興会名 活動拠点 事業数/参加者 人口 

東部地区 

生涯学習振興会 

中央公民館 25事業/1,181人 15,722人 

大曲地区 

生涯学習振興会 

大曲会館 39事業/1,538人 17,190人 

西部地区 

生涯学習振興会 

農民研修センター 36事業/3,644人 3,996人 

西の里地区 

生涯学習振興会 

西の里公民館 49事業/4,433人 6,793人 
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１ 西の里公民館の施設老朽化への対応について 

西の里公民館は、昭和５１年に小学校跡地に図書室を備えた西の里公民館が完成し、

同時に広島町役場西の里出張所が併設された。平成１６年には西の里公民館の一部増設

を行い現在に至り、開館４０年を迎える施設となっています。 

現在、西の里出張所、図書室、学童クラブ、西の里地区生涯学習振興会（まなビ～ク

ラブ）が併設されています。 

 

（１）施設の老朽化に伴う改装の必要性 

築４０年が経過する施設は老朽化が著しく、 

特にトイレや和室については一部補修している 

ものの抜本的な改善が必要となっています。 

また、学童保育に多くの児童が通っているが、 

老朽化による衛生面を確保することが難しい状 

況にあります。 

 

（２）諸室の狭さによる改装の必要性 

昭和 51年に開館して以来、一部現在の図書 

室・学童保育の増築をしているものの、その他 

の諸室については当時のままとなっています。 

また、出張所については西の里地区の人口増 

加に関わらず、施設面積は、開設当初から変わ 

っていないため、OA機器や書類の増加による狭 

隘やプライバシー保護の観点からも限界がきて 

いる状態にあります。 

さらに、図書室については他の地区図書室に 

比べ閲覧スペースが狭く、快適な読書環境にないことは、課題となっています。 

学童保育についても同様となっており、活動内容によっては公民館の諸室を活用し活

動することが余儀なくされています。 

 

（３）複合施設への早期建て替え要望 

市政懇談会等で老朽化・広さ・不便性の問題解決のため複合施設としての早期建て

替えが要望されています。（地域要望について、小規模な修繕及び改修は、適宜実施し

対応している。） 
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３ ハード面について 

実習室 

和室 



２ 中央公民館の運営体制について 

（１）行財政改革について 

 市政運営の最上位計画である第 5 次総合計画では、平成 23 年度から平成 32 年度ま

での 10 年間を計画期間とし、「希望都市」「交流都市」「成長都市」を「めざす都市像」

としてまちづくりを進めています。 

 一方で、効率的、効果的な行政運営を推進するため、市では行財政改革に取り組み、

総合計画に基づくまちづくりを具体化するために必要な制度、組織など執行体制の改革

を行っています。行財政改革を計画的に実施するため、下記の計画を策定しています。 

 ・行財政改革大綱 

  ：行財政改革の基本的方向性を示すものです。 

 ・行財政改革実行計画 

  ：「行財政改革大綱」に基づいた具体的な改革項目を示す計画です。 

 

 平成 27 年 3 月に発行された行財政改革実行計画において、直営で管理している中央

公民館、広葉交流センターについて、指定管理者制度の導入について、検討することと

されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ○基 本 目 標：市民協働・官民連携の推進 

        ・改革項目：アウトソージングの推進 

・実施項目：指定管理者制度の導入 

 

 

北広島市第 5 次総合計画 

（平成 23 年度～平成 32 年度） 

北広島市行財政改革大綱 

（平成 27 年度～平成 32 年度） 

北広島市行財政改革実行計画 

（平成 27 年度～平成 32 年度） 

具体化のための制度、組織、執行体制 

の改革 

具体的な改革項目 
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（２）現状（直営方式）について 

現在、中央公民館及び西の里公民館については、社会教育課の直営という位置づけで

管理・運営しています。施設管理については、シルバー人材センターに業務委託してお

り、人員体制、主な業務委託内容は下記のとおりです。 

 

① 人員体制 

中央公民館：館長（社会教育課長）、再任用職員 1名、臨時職員 1名 

西の里公民館：館長（社会教育課長）、公民館主事（出張所長） 

 

② 業務委託 

 委託先：北広島市シルバー人材センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）指定管理者制度について 

 平成 15年 9月に地方自治法の一部を改正する法律が施行され、普通地方公共団体が

公の施設の管理を他の団体に行わせる場合には、従来の「管理委託制度」に加え「指定

管理者制度」も選択できるようになり、当市においては、指定管理の導入について積極

的に検討することとされています。 

 「指定管理者制度」は、これまで公共団体や出資法人しか行うことができなかった公

の施設の管理委託を民間事業者や NPO 法人、ボランティア団体等にも管理を委任でき

るようにした制度です。 

その目的は、「多様化する住民ニーズにより効果的、効率的に対応するため、公の施

○受付業務 

・利用者の受付、案内業務。・毎日の利用者数の集計業務。・使用申請書の受付業務。 

・拾得物の処理業務。・使用料の徴収業務。・印刷物（コピ－、印刷）の対応業務。 

・夜間等の職員不在時の使用料等のお金の管理。・業務日誌の記載 

○管理業務 

・使用前の諸室の点検、準備。・館内巡視と利用マナ－の指導業務。 

・使用備品の日常管理業務。・館内のトラブル対応業務。・非常時の対応業務。 

・放送、照明設備の操作に関する業務。・施設周辺の保守管理業務。 

・使用料等のお金の管理。 

○清掃業務 

・館内の清掃一般。 

○除雪業務 

・除雪業務の出動は、吹き溜まり等が発生した場合や入り口に積雪があった場合、降

雪が10㎝を超えた場合に9時までに行う。 
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設の管理に民間の能力を活用し、住民サービスの向上を図り、経費の節減を図ること」

とされています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指定管理者制度イメージ図 

現行（管理委託方式） 指定管理者制度 

市 

管理受託者 

（シルバー人材） 

公民館 

利
用
者
（
住
民
） 

管理委託 

施設管理 

（窓口業務） 

使用申請 

使用許可 

委託料 

企業、ＮＰＯ等 

市 

指定管理者 

公民館 

利
用
者
（
住
民
） 

応募 

選定 

管理代行 

公民館運営 

指定 
使用申請 

使用許可 

○制度概要 

管理委託制度は、委託と受託という

法律・条例に根拠を持つ公法上の契約

関係である。 

○メリット 

受託者との連携を図りやすく、市の

意向を施設の管理運営に反映できる。 

○デメリット 

処分性のある行為（使用の許可）な

どは認められないため、施設の一元的

な管理ができないことから経費の節

減に限界がある。 

○制度概要 

管理代行という形で、最終の権限を

残したまま、管理を指定された法人に

委ねるという行為である。 

○メリット 

・処分性のある行為（使用の許可）な

どが可能になる。 

・質の高いサービスが提供できる。 

・経費の節減が図れる可能性が高い。 

○デメリット 

業務の範囲、仕様等を詳細に協定し

なければならず、弾力的な運営ができ

にくくなる可能性がある。 
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（４）指定管理者制度導入施設 

施設名 指定管理者名 担当課 

北広島市団地住民センター ＮＰＯ・連・きたひろしま：日

興美装興業(株)共同事業体 

 

市民課 北広島東記念館 

ふれあい学習センター 

（夢プラザ） 

ＮＰＯ法人生涯学習推進委員会

ゆめ 

大曲ふれあいプラザ 

 

(社)北広島市シルバー人材セン

ター 

商工業振興課 

大曲会館 大曲会館運営委員会 市民課 

大曲ファミリー体育館 社会教育課 

西の里会館 西の里会館運営委員会 市民課 

西の里ファミリー体育館 社会教育課 

北広島市農民研修センター 農民研修センター運営委員会 市民課 

輪厚児童体育館 社会教育課 

北広島市総合体育館 

北広島市緑葉公園内体育施設等 

ＮＰＯ法人北広島市体育協会 社会教育課 

 

 

住民プール 

東部住民プール  

 

北島工業(株) 

 

 

 

社会教育課 

西部プール 

大曲住民プール 

西の里住民プール 

緑葉公園プール 

白樺プール 

北広島市自然の森キャンプ場 自然の森キャンプ場運営委員会 

きたひろサンパーク (株)四宮造園 都市整備課 

北広島市都市公園 北広島市建設事業協同組合 

北広島市夜間急病センター (財)北広島市夜間急病協会 健康推進課 

北広島市シルバー活動センター (社)北広島市シルバー人材セン

ター 

高齢者支援課 

市営駐車場 東駐車場 (株)キタデン 土木事務所 

西駐車場 
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（５）当市で指定管理者制度を導入する場合の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○受付業務 

・利用者の受付、案内業務。・毎日の利用者数の集計業務。・使用申請書の受付業務。 

・拾得物の処理業務。・使用料の徴収業務。・印刷物（コピ－、印刷）の対応業務。 

・使用料等のお金の管理。・業務日誌の記載 

○管理業務 

・使用前の諸室の点検、準備。・館内巡視と利用マナ－の指導業務。 

・使用備品の日常管理業務。・館内のトラブル対応業務。・非常時の対応業務。 

・放送、照明設備の操作に関する業務。・施設周辺の保守管理業務。 

・使用料等のお金の管理。 

○清掃業務 

・館内の清掃一般。 

○除雪業務 
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１ 公民館事業とは 

公民館は、戦後の荒廃し混乱した社会状況の中で、新しい日本を築き上げるには教育

の力が必要であり、その一つの核として公民館の設置が提唱され、郷土再建の拠点とし

ようとするところから始まりました。 

文部省は昭和２２年から補助金を制度化し全国に公民館の設置を奨励しました。 

 

公 民 館・・・市町村その他の一定区域内の住民のために、実際生活に即する教育、 

学術及び文化に関する各種の事業を行い、もつて住民の教養の向上、健

康の増進、情操の純化を図り、生活文化の振興、社会福祉の増進に寄与

することを目的とする。（社会教育法第 20条） 

 

 

公民館事業・・・1 定期講座を開設すること。 

        2 討論会、講習会、講演会、実習会、展示会等を開催すること。 

        3 図書、記録、模型、資料等を備え、その利用を図ること。 

        4 体育、レクリエーション等に関する集会を開催すること。 

        5 各種の団体、機関等の連絡を図ること。 

        6 その施設を住民の集会その他の公共的利用に供すること。 

        （社会教育法第 22条） 

 

このことは、公民館は単なる貸館的な施設ではなく、地域住民の日常生活に密着して、

その課題解決を図るための総合的な社会教育施設であるということを示しています。 

 

 公民館事業とは、公民館で様々な講座を企画、開催し、それらの受講者をサークル化

し、サークル活動に昇華させ、その活動を通して知識や教養、人とのつながり得た「ひ

と」を育て、地域へ還元していくことを目的としています。 

 

 

 

 

 

 

 

（１）協議内容 
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４ ソフト面について 

公民館事業 

サークル化 

サークル活動 

地 域 

目的を達成するために 

ひと 
まちづくり 

ひとづくり 


